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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

今月の表紙

陸前高田市民生委員児童委員協議会総会は、４月２３日（火）、市コミュ

ニティホールで開催されました。

総会に先立ち行われた研修会では、認定ＮＰＯ法人育て上げネットの蟇田

薫さん、古賀和香子さんを講師にお招きし、「『ひきこもり』の理解を深め

て、家族へのアプローチの仕方を知る」をテーマにした講演が行われました。

事例や現場での声もあり、本人やご家族の相談援助について理解を深める

ことができた研修会となりました。

民生委員・児童委員の活動については５ページをご覧ください。

市民生委員児童委員協議会総会

平成３１年４月２３日（火）

市コミュニティホールでの様子



「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」に向けて

平成31年度 陸前高田市社会福祉協議会事業計画・収支予算

(1) 法人の適正管理及び円滑な組織運営

(2) 会員、関係機関との連携・協働

(3) 広報の充実

(4) 安定的、効率的な財政運営

法人運営事業

2 充実した事業の推進のため、人材育成と職員の

専門知識の習得や資質の向上を図ります｡

1 円滑な法人運営のため、安定的な財源の確保

に努め組織体制の整備を図ってまいります。

(1) 職員研修会の実施

(2) 各種専門研修への参加

(3) 気仙地区社会福祉協議会との連携

コミュニティ推進協議会や民生委員児童委員

協議会と協働で、それぞれの地域事情にあった

地域住民に寄り添う地域福祉活動を推進します。

(1) うるおいとやすらぎの家事業

(2) ふれあいネットワーク事業

(3) 小地域ネットワーク活動研修会の開催等

(4) 子ども支援事業（こんにちは赤ちゃん訪問事業）

地域福祉事業

1 地域コミュニティの活性化

各種諸行事の企画や住民の居場所づくり等、地

域づくりに取り組みます。また、地域福祉活動を

とおして住民が抱えるニーズを掘り起こし、課題

改善・解決に努めてまいります。

2 地域福祉の推進

(1) 金婚祝賀会の開催（写真①）

(2) 福祉大会の開催

(3) 移動支援事業による高齢者等の生活支援の推進

(4) ふれあい総合相談所の開設

(5) 地域支え合いマップの作成推進

(6) 地域福祉活動計画の推進

(7) 日常生活自立支援事業（あんしんねっと）の推進

(8) 助成金による各種団体への活動支援

(9) 関係団体との協働による地域福祉活動の推進

市民ボランティアやボランティア連絡協議会と

連携しながら、ボランティア活動センターの運営

を強化し、お互いの「たすけあい」の機運を高め

てまいります。

3 ボランティア活動センター

(1) 市民ボランティアの養成・登録・派遣

(2) 福祉活動団体やボランティア団体の活動支援

(3) 「ふれあいまつり」の開催（写真②）

(4) ボランティア活動の推進

(5) 福祉協力校の啓発と推進

(6) 資機材の貸し出し

(7) 各種養成講座の開催

写真①
金婚祝賀会の様子

写真②
ふれあいまつりの様子

1  法人の組織体制及び運営基盤の強化

2 被災者へのきめ細やかな生活支援相談活動

3 地域コミュニティの再構築に向けた支援

4 各種相談業務の充実

重 点 目 標

東日本大震災の発生から８年が経過し、市内では復興への諸事業が進められている中で、新たな中心市

街地には少しずつ賑わいが戻り始めています。生活環境が大きく変わる方々へも引き続き見守り・訪問を

行いながら、新たな地域コミュニティづくりとあわせて、地域の支え合いによる活動の充実に努めてまい

ります。生活全般にわたる困りごとや不安を抱えている世帯に対して、複合的な問題解決に向けた取組み

を進めるとともに、今年度オープン予定のアムウェイハウスの中にも相談コーナーを設置し、幅広い相談

体制により各種相談に対応してまいります。

本会では、継続する事業の充実を図りながら、地域福祉活動における協働の中核としての意識を高め、

誰もが安心して自分らしく暮らすことができる福祉のまちづくりを推進してまいります。

基本方針（抜粋）



支出
270,419

（単位：千円）

地域の団体等が
活動する

ために使うお金

9％
24,881

事業の推進やサービスを提供
する人のために使うお金

47％
126,689

その他のお金

44％
118,849

事業費
法人運営
負担金など

社協には様々な分野を

担当する職員がいます

○ 生活福祉資金や困りごとの相談

○ 地域活動や福祉団体のサポート

○ 被災者や地域住民への生活支援

○ 市民交流プラザの運営スタッフ

○ 移動支援サービスのドライバー

○ 介護保険サービスの提供 など

社協では地域で行われ
る福祉活動や福祉団体へ
の助成をしています

支出の内訳収入の内訳

- 主な補助・受託事業 -

○ 東日本大震災被災者生活支援事業

○ 被災者見守り・交流支援業務

○ 生活困窮者自立促進支援業務

○ 車両移送型移動支援事業

〇 介護予防・日常生活支援総合事業

○ 介護予防教室「いきいきライフ」など

今年度事業計画、収支予算の詳細は社協ホームページでご覧いただけます。http://www.rikutakashakyo.jp/

収入
270,419

（単位：千円）

その他のお金

32％
85,372

企業や個人の方々
からの寄付金

1％
2,600

市内の皆様から
いただいている

社協会費

2％
6,698

介護や障がい福祉
サービスを提供して

入るお金

17％
46,453

繰越金
参加費収入
貸付償還金
など

県や市から
入ってくるお金

48％
129,296

補助金
受託金
助成金
共同募金配分金
など

(1) 居宅介護支援事業

(2) 訪問介護事業

(3) 通所介護事業「しおさいの家」

(4) 障がい者移動支援事業の受託

(5) 介護予防・日常生活総合支援事業の受託

(6) 介護予防教室「いきいきライフ」（写真④）

地域包括支援センター、各サービス事業所、

医療機関と連携し、利用者が安心して在宅で

過ごせるようサービスに努めてまいります。

人材の確保に努めながら職員の資質向上や、

知識の習得を図り、増加すると予想される要

介護高齢世帯や認知症の方々に対応してまい

ります。

在宅福祉事業

共同募金に対する住民の理解と協力を得られる

ように、広報活動を充実し、関係団体等と連携し

た共同募金活動を促進します。

共同募金運動の推進

(1) 赤い羽根共同募金運動の推進（写真③）

(2) 歳末たすけあい運動の推進

(3) 歳末たすけあい募金配分委員会による適正配

分の実施

仮設コミュニティの関係性の希薄化、新たな再

建先でのコミュニティ構築や再編成等、被災者そ

れぞれの個別課題に寄り添う訪問活動と、課題解

決につながる関係機関への適切なつなぎを行いな

がら、新たなコミュニティ形成支援と住民同士の

支え合い活動の促進のため、地域の実情に応じた

支援活動を推進してまいります。

(1) 適切な個別支援活動推進

(2) 県・市の被災者支援関係、民生委員など関係者

との連携

(3) ふれあいサロン等の開催

(4) 被災者等見守り相談支援事業

生活支援事業

写真④ 介護予防教室
「いきいきライフ」

写真③ 街頭募金運動



今年度も次のとおり各種教室を開催します。
趣味活動、体力づくり、交流の場に、皆さんの受講をお待ちしています。

スポーツ民踊教室 講師：菅野 ミヤ子 氏

太極拳教室 講師：小山 光子 氏

詩吟教室 講師：吉田 廣一 氏

百人一首教室 講師：後川 隆一 氏

カラオケ教室 講師：宍戸 勝弘 氏

３Ｂ体操教室 講師：熊谷 きえ子 氏

教室名 会 場 時 間
開 講 日

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

スポーツ
民 踊 市コミュニティホール

シンガポールホール

第2・4月曜日 8 19 9 7 18 2 20 10 9

13:30～15:00 24 22 26 30 21 25 23 27 17 16

太 極 拳 市コミュニティホール

シンガポールホール

②集会室

第2・4火曜日 16 20 10 8 12 3 14 4 10

10:00～12:00 25 23 27 17 ②29 26 24 28 25 17

詩 吟 市コミュニティホール

小会議室Ａ

②小会議室Ｂ

第1・3火曜日 2 休 3 1 5 3 休 4 3

13:00～15:00 ②18 16 休 17 15 19 17 休 18 17

百人一首 市コミュニティホール

小会議室Ｂ

②中会議室

第2・4火曜日 9 20 10 ②8 12 10 14 4 10

13:30～15:00 25 23 27 17 29 26 24 28 25 17

カラオケ
市コミュニティホール

シンガポールホール

第2・4木曜日 11 8 12 3 14 5 9 13 5

13:30～15:30 27 25 22 19 16(水) 28 19 23 27 12

３Ｂ体操 市コミュニティホール

シンガポールホール

②集会室

第2・4金曜日 12 2 13 4
②

14(木)
13 17 14 6

13:30～15:00 21 ②26 9 20 ②25 29 20 24 28 13

※ 他の利用団体の使用状況により、今後、日程や会場等が変更になる場合があります。

陸前高田市在住の方のみとなります。

ただし、陸前高田市老人クラブの会員で
市外にお住いの方は参加可能です。

会 員：1,000円
一 般：3,000円

※ 複数の受講でも受講料は変わりません。

各種教室 のご案内

初めての方もお気軽にどうぞ♪

受講をご希望の方は
５月３１日（金）までに

お近くの老人クラブ、または市老連事務局
までお申し込みください。

合同開講式

日 時 ６月７日（金）午後１時３０分から
会 場 市コミュニティホール 大会議室

多くの皆さんの参加をお待ちしております。

問い合わせ 陸前高田市老人クラブ連合会電話 54－5150/5151 担当：中里、小山

受講資格 受講料



「あんしんねっと」
（日常生活自立支援事業）のご案内

「あんしんねっと」（日常生活自立支援事業）

は、高齢の方や障がいを持った方などが、地域で

安心して生活が送れるよう福祉サービスの利用手

続きの援助や代行、それにともなう日常的金銭管

理をおこなう事業です。

こんなことでお困りの方を応援します

どんなサービスが受けられるの？

認知症高齢者や障がいをお持ちの方で、

→ 自分の判断能力に不安がある方。

→ 福祉サービスの利用の仕方がわからない方。

→ 預貯金の出し入れなどにお困りの方など。

サービスの利用に費用はかかりますか？

ご相談は無料、サービスは有料です。

１回１時間あたりおおむね1,300円

※ 生活保護を受けている方は無料です。

問い合わせ 電話 54-5150/5151 担当：熊谷(理)

福祉サービスの利用援助
さまざまな福祉サービスの利用に関する情報の提供、
相談、利用料金の支払い など。

日常的金銭管理サービス
・ 年金、福祉手当の受領に必要な手続き。
・ 税金、社会保険料、公共料金などの支払い。
・ 預貯金の出し入れ等の手続き など。

書類等預かりサービス
保管を希望する重要な証書類をお預かりします。

下和野市民交流プラザでは、毎月最終木曜

日に「一緒にお昼ご飯を食べる会」を開催し

ています。

この日は４４回目の昼食会、メニューは

「野菜カレー」でした。

この昼食会は、下和野団地にお住いの方だ

けでなく、どなたでもご参加いただけます。

また、一緒にメニューを考えてくれる方や、

調理を手伝っていただける方も募集しており

ます。みんなで作ったり、食べたり、楽しい

お昼の時間を過ごしませんか♪

お気軽にお越しください。

問い合わせ 下和野市民交流プラザ
交流スペース 電話 22-7376

３月～４月に訪問した赤ちゃん
（ご家族）のご紹介は、６月号に
掲載いたします。

ご存知ですか？

地域の身近な相談役 「民生委員・児童委員」

「民生委員・児童委員」は、子育てや介護の

悩みを抱える方、障がいや高齢者の不安や悩み

など、地域の身近な相談役として活動していま

す。生活や福祉全般に関する相談・援助活動を

行っており、支援を必要とする世帯と専門機関

をつなぐパイプ役を務めます。

陸前高田市には、現在８３名の「民生委員・

児童委員」「主任児童委員」がいます。

「民生委員・児童委員」、「主任児童委員」

には守秘義務があり、相談した方の秘密は守ら

れますので、ご安心ください。

問い合わせ 市民生委員児童委員協議会事務局
電話 54-5150/5151 担当：脇坂

３月２８日（木）昼食会の様子

専
門
機
関

主任児童委員

民生委員・児童委員

担
当
地
域

世帯状況把握 情報提供 相談・援助

・ 市町村

・ 包括支援センター

・ 社会福祉協議会

・ 教育委員会

・ 学校

・ 保育所（園）

・ 支援センター

など

民
生
委
員
・児
童
委
員

連携・協力

・ 高齢者のいる世帯

・ 障がい者のいる世帯

・ 生活に困窮している世帯

・ 子どものいる世帯

・ 妊産婦のいる世帯

・ 母子・父子世帯

・ その他の世帯

このような
活動を

しています

・ 子育て、介護、障
がいなど、世帯が抱
える問題の把握

・ 世帯が必要とし
ているサービ ス
について情報提供

・ 各種相談
・ 見守り支援
・ 福祉サービスの
利用支援

連携・協力



いきいきライフ

会場：霊泉玉乃湯

６月 ７日（金） 小友町

６月１４日（金） 米崎町

６月２１日（金） 高田町①

６月２８日（金） 高田町②

２０１９年度

「被災地住民支え合い活動助成」のご案内

岩手県共同募金会では、本年度も被災地の復興

に向けて、被災者の孤立を防ぐとともに、日常生

活を支える活動やコミュニティ再生を目的とした

住民同士の活動、ボランティア活動を支援するた

めの助成を行います。

助成金額

（1） 中長期的な活動の場合（概ね３ヶ月以上の活動）

１団体につき、総事業費の90％以内で上限２７万円。

（2） １日限り・１回限り等の限定的な活動の場合

１団体につき、総事業費の90％以内で上限９万円。

※ 詳しくは岩手県共同募金会、社協ホームページより応募要

項をご覧ください。

問い合わせ 竹駒事務所 電話 47-5370

６月２４日（月）10：00～ 生協 物作り

６月１１日（火）13：30～ 茶話会

６月２６日（水）13：30～

６月 ６日（木）13：30～ ささ舟 読み聞かせ
６月２０日（木）13：30～ ひまわり会

６月１３日（木）10：00～ 財務局 特殊詐欺講話

下矢作
コミセン

竹 駒
コミセン

横 田
コミセン

長 部
コミセン

米 崎
コミセン

お茶っこサロン

お茶っこサロンに参加される皆さんへ

マイカップの持参をお願いします。
内容は都合により変更になる場合があります。

６月の行事予定

市民の皆様、事業所の皆様より

社会福祉協議会会費にご協力いただきました
誠にありがとうございました

皆様からいただいた会費は、地域福祉事業や地

域への助成など、福祉活動の推進のために、大切

に活用させていただきます。

今年度も世帯会費は７月頃より、行政区長の皆

様を通じてお願いする予定です。

今後とも、地域福祉向上のために、皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。

◆平成30年度の実績◆

総額 6,684,300円

市内17台目

赤い羽根自動販売機が設置されました

社会福祉法人高寿会で新たに

オープンした、ひだまりの丘 サー

ビス付き高齢者向け住宅『ほっこ

り家』の施設内に、「赤い羽根自

動販売機」が設置されました。

問い合わせ 陸前高田市共同募金委員会

電話 54-5150/5151 担当：小山

詳しい内容は回覧チラシをご覧ください。

矢 作
コミセン ６月 ４日（火）10：00～

ボランティア活動をされる方へ

ボランティア活動保険にご加入ください

ボランティア活動保険は、ボランティア活動中

のさまざまな事故や、損害賠償責任を補償する保

険です。

１名あたり350円～（※ 保険料はプランによって異なります。）

補償期間は翌年３月３１日までです。

詳しい内容は社協ホームページ、または「ふく

しの保険」よりボランティア活動保険のパンフ

レットをご覧ください。

問い合わせ ボランティア活動センター

電話 54-5150/5151 担当：小野寺

この自動販売機の売上げの一部（5％）は赤い

羽根共同募金に寄付され、地域の福祉活動や災

害支援のために役立てられます。市共同募金委

員会では、「赤い羽根自動販売機」の設置主様

を募集しています。ドリンクを購入して地域福

祉に貢献できる取り組み「赤い羽根自動販売

機」の設置に、ご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。

問い合わせ 陸前高田市共同募金委員会

電話 54-5150/5151 担当：小山

介護予防教室

大船渡警察署
特殊詐欺寸劇

大船渡警察署
交通安全講話


